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誰もが効率よく確実にウェブを閲覧できるウェブブラウザを開発するためには，

多くの利用者にとって利用しやすいユーザインターフェースの研究や，現代のウ

ェブを効率よくブラウジングする為に必要である機能の研究，及び，ブラウジン

グ効率を向上する為の動作速度改善の為の研究が重要である．近年様々なウェブ

ブラウザが登場しシェアを競っている中で，異なる種類のウェブブラウザであっ

てもウェブページを制作者の意図通りに表示する技術に対する注目も高まってき

ており、実際に H T M L 5 の標準化仕様の策定などを始めとするウェブ関連技術の

標準化が推進されている．本研究ではそういった課題を解決し，実際に動作する

ウェブブラウザを開発することを目的とする．  

 

本論文では，様々なウェブブラウザやその歴史を参考にしながら，現代のブラウ

ザにあるべきブラウザ UI仕様を提案する．また現代のウェブの現状に合わせた
H T M L 5等のウェブ技術の標準化作業がまだ完成しない中で，ブラウザ同士の実装

の差異によるウェブの見え方の違いや非互換性の問題を解決する手法として，一

つのブラウザへ複数レンダリング・エンジンを組み込む手法を提案する．さらに

効率のよいウェブ閲覧を実現するために，より高速なブラウザ動作を可能にする

Windows  用アプリケーションにおけるチューニング手法を提案する．  

 

ウェブブラウザ「 L u n a s c a p e」の紹介及び U I 仕様（ 2 ,  3 章）  

L u n a s c a p e  は， 2 0 0 1  年 8  月に筆者によって開発され発表されたウェブブラウザ

であり，本研究における成果を実装したウェブブラウザである．無料でウェブを

通じて配布されており，発表後 1  年間で 1 0  万回以上のダウンロードがおこなわ

れ，現在までの通算ダウンロード回数は世界で 1 5 0 0  万回おこなわれた．市場調

査の結果によると，ユーザ数は約 1 0 0  万人で， 2 0 1 0  年 3  月時点において日本の

ウェブブラウザ市場の 1． 3  ％のシェアを占めている．  

本研究の目的の一つは迷うことなく簡単に利用できるウェブブラウザを開発する

ことである．ユーザビリティ改善の手法としては，視線トラッキング手法による

工学的アプローチによるユーザビリティ改善手法などが一般的であるが，ウェブ

ブラウザは現代においては利用者との接触時間が非常に長く不可欠なツールであ

り，またウェブの過去との歴史との関連が非常に深いツールでもある。また様々

なウェブブラウザを利用した経験者がより利用しやすいウェブブラウザを開発す

るためには，工学的アプローチよりも以前利用していたウェブブラウザに対する

慣れや経験が重要であると考え，本論文では過去の歴史に登場したウェブブラウ

ザのＵＩを参考にしながら， L u n a s c a p e ではどのような思考をへてＵＩ決定した

かを示し，その仕様を提案する．  
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複数レンダリングエンジン組み込み手法（ 4 章）  

現在のウェブは，I n t e r n e t  E x p l o r e r がシェアのほとんどを占めた時代に数多くのウ

ェブサイトが出来上がったという歴史的経緯のために，ウェブ標準に準拠しない

ウェブページが大半であり，ウェブ標準とは離れた実装となってしまっている

I n t e r n e t  E x p l o r e r にて制作者の意図通り正確にレンダリングされ閲覧できること

が重要であると認識されている．そのような状況下で開発及びテストされたウェ

ブページは，ウェブ標準に準拠したウェブブラウザで閲覧しても表示崩れなどが

起こり制作者の意図どおり正確に閲覧することはできないものが多い．さらに

F l a sh や A j ax の登場などによって，そもそも現在策定されていうウェブ標準は現

代のウェブ技術を想定しておらず非常に古いものとなっており，標準化されてい

ない技術が数多く利用されているのが現状となっている．  

しかしながらここ数年 F i r e f o x などをはじめとした I n t e r n e t  E x p l o r e 以外のウェブ

ブラウザの飛躍によって，一つのウェブブラウザでは閲覧できないページの問題

が深刻化している．今のところ I n t e r n e t  E x p l o r e r でも F i r e f o x でも正確に閲覧でき

るようにウェブサイト開発者が努力することで修正が行われ， J Q u e r y などでの

j av a s c r i p t ライブラリでのクロスブラウザ対応技術などウェブ側での対応技術の

発展により対応しているが，さらに G o o g l e  C h r o me や S a f a r i の登場で，対応の幅

が広くなりウェブ開発者の負担は増大している．  

そういった問題を解決するために，G o o g l e 社などを中心として新しい技術を取り

込んだ H T M L の標準化である H T M L 5 の仕様策定努力などがなされているが，完

成するまではまだまだ時間がかかると予想される．さらに古くに作成され，メン

テナンスするものがいなくなってしまった，もしくはその時間や予算をとること

ができないようなウェブサイトはメンテナンスされることがないため， H T M L 5

で標準化が完成し，それに対応するウェブブラウザが普及したとしても，正確に

閲覧できずより状況は悪化する可能性がある．  

本論文では，そういった問題点を解決するために一つのウェブブラウザに複数の

レンダリング・エンジンを組み込み実装する手法を提案する．実際に提案手法は

ウェブブラウザ L u n a s c a p e に実装され広く利用されており，対応している機能評

価や利用者からのアンケート調査により必要十分なレベルに達することができた． 

 

動作速度チューニング手法（ 5 章）  

A j ax 等の登場や，S a a s 等の概念の登場によりウェブ閲覧の効率性の重要度は日増

しに高まっている．ウェブブラウザの高速化技術としては，j a v a s c r i p t の高速化に

よるレンダリングの高速化などが注目を集めているが，体感的に軽快であるよう

なウェブブラウザの高速な動作を実現するためには，アプリケーションそのもの

もチューニングする必要がある．  
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本論文では，特に M F C フレームワークを利用した Wi n d o w s 上で動作するウェブ

ブラウザアプリケーションにおいて有用なチューニング手法の提案をする．実際

に本手法を実装したウェブブラウザにおける実験結果では，提案手法実装前に比

べて起動速度において 2 8 %程度，C P U 利用率で 3 分の１以下，となることが確認

され，提案手法はウェブブラウザの高速動作に貢献できた．  

 

評価結果とまとめ（ 6 , 7 , 8 , 9 章）  

本論文の６章では，ウェブブラウザ L u n a s c a p e に関する市場調査結果を示し，７

章では，主要ウェブブラウザに対する市場調査結果を示した．これらの調査によ

って，本論文での提案仕様や手法を実装したウェブブラウザが市場においてどの

ように評価されているのかを示し，それぞれの手法が効果的であるかどうかを判

断するための基準を提供することに貢献するだろう．  

７章では主要なウェブブラウザに関する市場調査結果を示し，現在のウェブブラ

ウザに関する状況を認識するうえでの指標を提供した．これらの調査結果は，今

後同様の研究を行う際の参考として，また定点観測をする際のデータとして貢献

するだろう．  

 

本研究では，現代のブラウザにあるべきブラウザ UI  仕様の提案，複数レンダリ
ング・エンジンの組み込み手法の提案，アプリケーションチューニング手法の提

案，及び，様々な市場調査の結果は，ウェブブラウザの研究とその発展への貢献

はもちろん，アプリケーション仕様設計手法や動作設計の分野における一つの提

案として，その発展に貢献するだろう．  
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